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Ｂコート　男子　第3試合

＜得点＞

：

：

＜戦評＞

清水国際高等学校
5 - 0

天理 4分　霧下、5分　竹林、7分　沖原、27分　泉田、34分　久保庭、35分　久保庭、51分　沖原

天理高等学校
6 - 0

11 0

清水国際

テクニカルオフィサー 武部　直美
アンパイア

渡邉　道彦

ジャッジ 遠藤　博行　・　熊崎　里奈 田邉　伸雄

　清水国際高等学校のセンターパスにより前半戦が開始。4分清水国際の反則によりPSを取り、天理高等学校#2
霧下がシュートを決める。天理は立て続けに5分#3竹林、7分#7沖原がタッチシュートを決め3-0となる。勢いに乗
る天理は#7沖原を起点に果敢に攻め込むが、清水国際#1GK鈴木の好セーブにより得点には至らない。その後も
激しい攻防が続き、27分天理#13泉田が打ち込みからのタッチシュートで決める。得点が欲しい清水国際は#11小
野田を起点に相手陣内に攻め込むが天理の堅い守備に阻まれる。前半終了間際、34分、35分に天理#14久保庭
がシュートを決め6-0で前半戦を折り返した。
　後半戦が開始。清水国際の#11小野田のドリブル突破で攻めるが得点には至らない。45分天理はPCを取得す
るが得点することができない。天理は51分#7沖原がタッチシュート、53分#8森がスイープシュート、55分#14久保
庭がリバースシューを決め9-0と点差を広げる。反撃したい清水国際は、58分にPCを取得するも得点することが
できない。勢いに乗る天理は61分、66分と立て続けにシュートを決める。清水国際は、粘り強い守備からカウン
ターで相手陣内に攻め込むが天理の堅い守備に阻まれ、このまま試合が終了。11-0で天理が勝利し準決勝へと
コマを進めた。

53分　森、55分　久保庭、61分　深見、66分　竹林




